
短歌あゆみ会
昭和33年12月、山内白陽氏の指導のもとに短歌あゆみ会発足。
初代会長は勝山春代氏

昭和34年、初の歌集発行。以後毎年歌集を発行する。

昭和45年、歌集10号の記念に合同歌集「あゆみ」が刊行される。
23名・520首掲載。
昭和52年、幕別町文化奨励賞受賞
昭和55年、発足20周年記念に合同歌集「まどか」刊行。幕別町文化賞受賞。
平成2年、30周年記念合同歌集「ともしび」刊行。
平成5年、十勝文化賞受賞
平成10年、合同歌集「幕別」刊行。
平成20年、創立50周年記念合同歌集「豊穣」刊行。

以後、町民文芸誌・新聞各紙に多数投稿がある。
定期的に吟行会を開催。

記念特集「表紙絵に見る町民文芸二十年の歩み」他より


